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第9回河野うめまつり

[と　き ]

　6月18日（土）～19日（日）
　9時～16時
[ ところ ]

　北前船主の館右近家前駐車場

梅もぎ体験 梅干漬け込み体験

即売会
青梅や梅加工品など
の即売を行います

回転ルーレット
（ダーツゲーム）1 ゲーム
200 円（2投）で青梅をゲット

会 場 イ ベ ン ト

たね飛ばし長距離王決定戦 

特典付買い物ポイントカード 

　果肉たっぷりの梅干を試食し、その種をど
こまで遠くに飛ばせるかを競います。その日
の最高記録を出した方には梅ワインをプレゼ
ント！また、上位5人には町内での3,000
円食事割引券をプレゼントします。
　両日を通じた最高記録者を『第9回河野
うめまつりたね飛ばし長距離王』として認証
します。

　会場内で買い物、飲食等された方に、各店
舗で 500 円につき 1ポイントをプレゼン
ト。10ポイントたまると、次の特典がもら
える抽選ができます。
・3,000円食事割引券（10枚 /日）町内限定
・ゆうばえ無料優待券（50枚 /日）

特典付優待サービス 
　河野梅にちなんで、氏名のいずれかに「河」
又は「梅」の漢字が含まれている方の来場
に、各両日において先着 10名に完熟梅干
（500g入）と河野シーサイド温泉ゆうばえ
のペア無料優待券をプレゼントします。
※ 氏名の確認が必要となりますので、来場の際に
会場内の総合受付で、免許証等の身分を証明す
るものを提示していただきます。

うめまつりのお問い合わせは
　南越前町商工観光課　☎47－8002・河野総合事務所地域振興室　☎48－7705

　河野梅は南越前町の特産のひとつ。梅の収穫時期の 6月には河野梅園で梅もぎ体験が、
また 7月には収穫した地元の梅を使って、梅干の漬け込み体験ができます。

地元の梅を使って梅干や梅酒を作りませんか？

梅もぎ体験 
　河野梅園で青梅のもぎ取りを体験してみま
せんか ｡ もぎ取った青梅は 1人 10㎏まで
お持ち帰りできます ｡

■集合場所　北前船主の館右近家前駐車場
　　　　　　（河野梅園までの往復はシャトルバスを運行）
■日　　時 　6月 12日（日）・18日（土）
■日　　時 　6月 19日（日）・26日（日）
　　　　　　午前の部　９：30～11：00
　　　　　　午後の部　１：00～  ２：30
■定　　員　 各日とも、午前の部、午後の部それ

ぞれ25人を定員とします。
■料　　金　2,500円（1人／回）
　　　　　　※10歳未満のお子様1人に限り同伴可。

梅干漬け込み体験 
　梅干が梅生産者の方の指導を受けながら作
ることができます。技術を習いながら、自家
製の梅干作りを体験してみませんか。

■作業内容　
　①収穫（１組10kg相当）  ②漬け込み
　③土用干し  ④シソ入れ
■日　　程　
　・収穫・漬け込み
　　7月３日（日）午前10時～午後2時（昼食付）
　・土用干し
　　7月31日（日）午前10時～正午　　
　・シソ入れ
　　8月7日（日）　午後1時～午後2時　
■定　　員　10組（1組4人まで）
■料　　金　3,500円（1組）
　　　　　　※申し込み金はお返しできません
■応募資格　 梅生産者との共同作業にすべて参加

できる方（親子参加大歓迎）

　申し込み開始日は 6月 1日（水）からです。
　8時 30 分から 17 時までの間に、河野総合事務
所地域振興室 ☎ 48-7705 へご連絡ください。（土、
日も受け付けます）※先着順で定員になり次第締め切ります。
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　河野産梅は、昭和 37年に植栽が開始され、現在県内で
は若狭町に次ぐ第２位の生産地に成長しました。
　品種は「剣先」「紅サシ」「新平太夫」があり、中でも「紅
サシ」は収穫量の８割を占め、和歌山県の「南高梅」に次
ぎ加工に適した品種と市場関係者や加工業者に認められて
います。青梅の生産量は毎年約 120 ㌧。収穫された梅は
若狭町にある共選場に福井梅のブランド名で出荷されま
す。最近は、青梅の出荷以外に一次加工品である白干梅に
取り組む農家も増えています。

▲梅もぎ体験が行われる町梅園。
うめまつりの頃には梅園の梅も鈴なりに！


